山田町B&Gなわとび大会競技規則

【大なわとび】

○人　　数　　１チーム３人以上～
○用　　具　　ロープの長さが10メートル以内のものとする
○隊　　形　　ロープの回し役の２人がロープを持ち、跳び役は並ぶ。
○カウント　　記録は跳んだ人数×跳んだ回数をポイントとする。
○ルール
　・開始の合図でロープを回し始める。跳ぶ前に予め人数を決め審判員に申告する（全員一緒に入っても良い）。
　・カウントは跳び役全員が入った時点から数え始める。
　・記録は、跳ぶ人数×回数の合計とする（単位はポイントとする）。
　　例：１０人で５０回跳ぶ→１０×５０回＝500ポイント
　　　　２５人で５０回跳ぶ→２５×５０回＝１２５０ポイント

　・カウント（回数）を数え始めた後から人数が増減した場合はノーカウントとする。
（予選ルール）
　・競技は、３分間で何回でもチャレンジすることができる。
　・３分間の中で跳ぶ人数を変えても良い。人数を変更する場合は審判員にその都度申告すること。
　・３分の記録のうち、最高記録がそのチームの記録となる。
　・３分のうちに、ロープの回し役と跳び役の交替、作戦タイム、休憩は認められる。
（決勝ルール）
　・競技は、１０分間で３回チャレンジすることができる。
　・３回の中で跳ぶ人数を変えても良い。人数を変更する場合は審判員にその都度申告すること。
　・３回の記録のうち、最高記録がそのチームの記録となる。
　・３回のうちに、ロープの回し役と跳び役の交替、作戦タイム、休憩は認められる。
　
【なわとび記録会】
○種目　　個人　前回し跳び
○実施方法等

　・両足跳びで実施する。
　・「はじめ」の合図があり、審判長が挙手している１０秒間にロープが引っかかってしまった場合は、やり直して跳び続けてよい。ただし、それ以後は認めない。
　・記録は、ロープが足にかかったりして、選手が跳ぶのをやめたときに終了する。
　・１回ロープを回す間に、足は１回つくことができる。２回以上ついた場合は、失格とする。また、ロープをゆっくり回し、１秒以上着地している場合も、失格とする。

　・ロープに引っかかったり、失格したりして終了した選手は跳んでいるほかの選手の迷惑にならないようその場にしゃがむ。
　・記録は、跳んだ時間で表す。
　※今大会では、時間の都合上1時間までの計測となります。
	段級位
	時間

	１０級
	～３０秒

	９級
	３０秒～１分

	８級
	１分～１分３０秒

	７級
	１分３０秒～２分

	６級
	２分～２分３０秒

	５級
	２分３０秒～３分

	４級
	３分～３分３０秒

	３級
	３分３０秒～４分

	２級
	４分～４分３０秒

	１級
	４分３０秒～５分

	初段
	５分～６分

	２段
	６分～７分

	３段
	７分～８分

	４段
	８分～９分

	５段
	９分～10分

	６段
	10分～15分

	７段
	15分～２０分

	８段
	２０分～２５分

	９段
	２５分～３０分

	１０段
	３０分～４０分

	なわ達人
	４０分～５０分

	なわ名人
	５０分～１時間

	なわ神
	１時間～


※ギネス世界記録は９時間４６分１秒
